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囲碁にまつわる格言 

碁楽連理事  塚原 和利 
囲碁とは、黒と白の碁石と碁盤を使って遊ぶ陣取りゲームであり、ルールは単純明瞭

で、規則がほとんどない非常にシンプルなゲームである。しかしながら、囲碁の世界は、

布石、定石、手筋、攻防、死活等の技術的なものから、対局の心構えや勝負にまつわる

心理的なものまでが関わる奥深い世界であり、そこが囲碁の素晴らしさでもある。 
今回は、囲碁をさらに楽しみ、上達する方法として効果のある囲碁にまつわる格言を

いくつか挙げてみたいと思う。 

１ ｢兄弟喧嘩で身の破滅｣（｢兄弟喧嘩で負け戦（いくさ）｣という言い方もある。） 
二つの模様、両方広げようと思ったり、二つの石を存分に凌ごうと思ったりすると、

お互いに悪影響が及び｢身の破滅｣ひいては｢負け戦｣につながるというのである。 
まずどちらか一方に専念すべきであろう。 

２ ｢味の悪い取り方は取らぬがまし｣ 
取れぬより取った方が良いに決まっているから、要は取るなら味よく取れというこ

とであろう。少々の石を取っても、そのおかげで後の打ち方が制限を受けては得たも

のより失ったものの方が大きいのである。ようやく落とした美人の嫁さんだが、親は

アル中で弟は暴走族であったら味の悪いことおびただしい。 

上記の格言は日本棋院が発行している｢有段･必修・全格言｣より抜粋したものであるが、

他にも｢追うはケイマ、逃げるは一間｣、｢死んだら動くな｣、｢死んだら化けよう｣等、興
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味深い格言が数多くある。格言による囲碁の勉強は、昔から囲碁の上達の方法として効

果のある勉強法と言われており、進路の決断を下すときの心強い羅針盤となる場合もあ

ることから、今後の囲碁を勉強する上での参考としていただきたいと思う。 

棋聖大賞囲碁大会の案内 

碁楽連活動への日常のご指導、ご協力に感謝をこめて、今年も棋聖大会を開催します。 

開催日：平成２２年1月２４日(日) 東淺川保健福祉センター 午前９時より 

参加者:碁楽連相談役、技術顧問、研修部長、指導員、会長・理事、特別任務委嘱者、地

区同好会会長（またはその代わりの方）、同会長代理（または副会長1名）、研修

部事務長、碁楽連7段以上の会員 

通知：参加該当者には、別途案内を差し上げます。 

第59回八王子市民文化祭囲碁大会の結果 

 八王子市文化祭の｢文化の花咲く八王子｣をテーマに、恒例の市民囲碁大会が 11月 3
日に市民会館において行われました。わずかながら参加者も増え、活気ある大会でした。 

 第 5９回（H2１）市民囲碁大会結果                     １１月３日 
 入賞者 参加者数 合計 102名 碁楽連会員／全体（50／102） 

S組 

優勝  石田繁行 七段 

準優勝 竹添文彦 六段 

三位  河津征夫 八段 

八段～五段 32名 19／32 

A組 

優勝  小野雄二 三段 

準優勝 窪川広昭 四段 

三位  古屋常男 三段 

四段～三段 32名 15／32 

B組 

優勝  一条幸吉 初段 

準優勝 白石好伸 初段 

三位  下山正夫 二段 

二段～初段 22名 11／22 

C組 

優勝  篠原良一 三級 

準優勝 吉川昭一 一級 

三位  斉藤三男 一級 

1級～6級 16名 5／16 

第20回碁楽連囲碁大会（三段以上）の結果 
１１月２２日 
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報告  

地域ふれあい囲碁体験教室 

台町寿囲碁同好会   三上靖宏 
１１月１５日（日）から１２月２６日（土）まで合計４回、財団法人八王子学園都市

文化ふれあい財団 コミュティ振興課主催、台町住民協議会共催の「地域ふれあい囲碁

体験教室」が、台町市民センター地域内の子どもさんと初心者を対象に開催されています。 
碁楽連から「子ども囲碁教室・初心者教室」担当の眞田誠次７段、端山昌夫６段、鈴

木信義研修部長、三上靖宏７段の４名が講師を担当され、お手伝いしています。 
初日には１０名の受講者があり、囲碁のルール、石の取り方等の説明後、９路盤を使

いゲームを通して囲碁の面白さを体験されていました。教室修了後のフォローとして、

東浅川保健福祉センターで実施している「子ども囲碁教室」「初心者教室」へ参加して頂

くことも可能です。 
この企画が好評を得るようでしたら、各市民センターでも開催されるのではないかと

期待しております。碁楽連では全面的にバックアップして行きたいと思っていますので、

会員皆様のご協力をお願い致します。 
地域ふれあい囲碁体験教室 
開催日時 １１月１５日（日）・１１月２８日（土）・１２月１２日（土） 

参加者（115名） 優 勝 準優勝 第3位 

Ａ組 

（7段～6段）24名 

吉沢 實 ７段／恩方 石神芳雄 7段／北野 若穂囲廣志 ７段／川口 

Ｂ組 

（6段～5段）21名 

吉田征也 6段／元八 

→7段に昇格 

中村順二 5段／石川 山県文雄 6段／北野 

 

Ｃ組 

（5段～4段）24名 

荒嶋正安 5段／淺川 

→６段に昇格 

入山慧三 5段／元八  長島 廣 4段／元八 

 

Ｄ組 

（4段）22名 

大塚 宏 4段／台町 

→5段に昇格 

村下三郎 4段／台町 斉藤 健 4段／恩方 

 

Ｅ組 

（３段）24名 

館内 茂 3段／北野 

→4段に昇格 

佐々木慶兆 3段／長房 雨宮三男 3段／台町 
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１２月２６日（土） 計４回午前９時３０分～１１時３０分 
場  所 台町市民センター 
費  用 大人５００円、子ども３００円（４回分として） 
主  催 〔財〕八王子市学園都市文化ふれあい財団 コミュニティ 振興課 
共  催  台町市民センター住民協議会 

 
 
 
  

 

 

 

投稿 

愛犬との12年 

淺川寿囲碁同好会  池田 悟 

タローが我が家に来たのはＨ6年の年末である。私が犬好きあるのを知り姪の主人が（当
時井の頭公園の獣医）柴と秋田のハーフを連れてきたのです。定年後の番犬にもと思い

一生大切にとしようと飼った次第。 
仔犬は順調に育ち春には可愛さも倍加した。自然環境にも恵まれた場所が多く朝の散歩

は椚田公園の芝生を存分に駆けた。皆さんからもタロー太郎と可愛がられた。元気な頃

は一日で３回計 3，4 時間１５粁を超えた日も！山林で雉や野鳥を見つけると猛ダッシ
ュで山林に消えた。タローが六歳の時長男一家と六泊七日の北海道旅行をした時、私は

心配の余り二泊だけで帯広空港から帰宅した事や、外出から帰った時の嬉しさ一杯の仕

草等は永く脳裏に焼きついている事でしょう。 
Ｈ１８年4月頃から食事に変化が見られ加えて夕食の拒否があり、5月にレントゲン、
開腹手術と続き、懸命の看護と愛情も空しく 6月 27日の未明旅立った。12年間の共同
生活は枚挙に遑がないが、本当にお互いの愛情と信頼が融合し生活を豊かにしたと思っ

ております。時々７コース在ったタローとの想出のコースを歩きますが、タローと呼ぶ
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時涙が止めどなく流れるのです。最近はどうやら落着きましたが！ 
そして私と家内（達）に沢山の夢と癒しを与えてくれた愛犬の冥福を祈り乍ら有難度々々

と叫んでおります。 
八月に高尾霊園の共同墓地に埋葬され沢山の仲間達と幸福に暮らしている事と思います。 

｢色づきし借景の杜 愛犬と戯れし夢 今は無し｣ 

 

◎同好会だより 

碁と連想記憶 

由木寿囲碁同好会  杉渕 清 

現役を引退し時間に余裕ができたので、我流だった碁を基本から勉強しなおしてみよ

うと思った。われながらその心がけは健気なのだが、改めて気づかされたことがあった。

それは自分の記憶力の衰えに思いおよばなかったことである。 
雑誌などで面白い手などを目にする。しめしめ碁敵はこの手を知らないだろう、これ

で久し振りに勝てる、と相手の口惜しがる顔を想像したりする。しかしこのよからぬ考

えは実戦で実を結ぶことは無い。実戦では双方間違えて独創的（？）な手を打つ。そう

なると支離滅裂になり、戦いは自分の意図した方向には進まなくなり惨めな結果になる。

碁は千変万化であるから仕方のないことだ。こんな経験を経ることが新手の意味を深堀

りすることになるのだから。困るのは、実戦でその局面に一番ふさわしい手を勉強した

筈だが、どうしても思い出せないことがほとんであることだ。一生懸命憶えたつもりで

も、実戦で使えない。最近は人の名前を思いだせずに四苦八苦することが多い。記憶作

用が機能不全に陥っているのである。 
以下はド素人の勝手な想像である。どうも記憶内容そのものはそんなに劣化していな

いのではないか。何らかのきっかけで思い出したりすると意外に内容をよく覚えている。

記憶情報を引き出したいのだが、問題は情報を保存している場所へうまくたどり着けな

いようだ。昔の知人を訪ねようとしたが、道順を忘れてしまってうろうろしているさま

を想像してしまう。パソコンでいえば、記憶ファイルはまあまあ機能しているが、個々

のアドレスの記憶に衰えがあるのだろう。 
そこで涙ぐましい努力が始まる。聞くところによると、電子工学に連想記憶という手

法があるそうだ。記憶場所を示すアドレスの情報を、記憶内容に何らかの形で反映させ

ておく手法のことである。 
記憶の思い出し方とでもいえようか。序盤の定石は解説書が沢山ある。それはそれと
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して、私の関心は中盤の定型化した手順についてである。これを連想記憶方式風に憶え

ることが出来ないものか。そのためには、内容を表現して憶えやすいものにすることだ。

例えば｢両辺星下の構えで三々入りは鬼手｣とか、｢小ゲイマ締りへの攻めの三々入り｣と

かいうものである。以前から｢村正の妖刀｣など有名だが、手順を表現しているわ

けでもない。連想記憶方式では、なんとなく手順を示唆しておるように思う。 
勝手な御託を並べたが、キーワードを考える作業がまた楽しく、ああでもない、こう

でもないと考えることが、記憶を補強することになるのでないかと思う。その結果半目

ぐらいは強くなれるのではないかと、密かに期待するところなのだが。 
 

◎第８回碁楽連理事会報告 

日時 平成２１年１１月７日(土)9:00～11:00 東淺川センター 

出席者 渋谷、望月、刀根、塚原、真辺、端山、杉渕 

１ 市民囲碁大会総括 

  競技参加者 102名、役員28名 

・昨年より、中学生数名の参加を含めて8名増加、120名の定員としていたが、会

場の容量からすると丁度良いぐらいであった。大学生クラスの参加が見られなか

ったのが課題。碁楽連からの参加はちょうど半数。 

  ・対局中に2件トラブルが発生、1件は時計の押し方の問題、他の1件は対局終了

手順、何れも永安審判長に裁定をお願いして解決。 

２ 平成21年度碁楽連囲碁大会開催要領 

  ・3段以上の大会 11月22日(日)実行細目確認（開催済みなので省略） 

  ・2段以下の大会 12月6日 東淺川福祉センター 

   主催：碁楽連、参加資格：碁楽連会員、競技方法：碁楽連方式、参加費：700円 

   表彰：優勝者に賞状（日本棋院理事長との連名）並びに賞品授与、準優勝・第 3

位に賞品授与 

   受付：午前9時より、対局組み合わせ：１回戦に限り受け付け順、対局開始：午

前10時より、表彰式：午後4時半、閉会：午後５時  

 

編集後記 紅葉が美しい、特にいちょうの黄色ははっとするほど鮮やか。モノクロの写

真では表現できないのが残念至極。 


